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平成28年第11回大田区教育委員会定例会会議録 

 

平成 28 年 11 月 16 日（水曜日）午後２時から 

 

１ 出席委員（６名） 

芳 賀   淳   委 員 委員長 

藤 﨑 雄 三   委 員 委員長職務代理者 

横 川 敏 男   委 員  

鈴 木 清 子   委 員  

尾 形   威   委 員  

津 村 正 純   委 員 教育長 

 

２ 出席職員（10 名） 

教育総務部長 水 井     靖 

教育総務課長 井 上  隆 義 

副参事（教育政策担当） 曽 根  暁 子 

副参事（教育施設担当） 布 施   満 

学務課長 森 岡   剛 

指導課長(幼児教育センター所長兼務) 増 田   亮 

副参事 田 井  俊 行 

学校職員担当課長 佐 藤  國 治 

教育センター所長 岩 田  美惠子 

大田図書館長 山 中  秀 一 

                             

３ 日程 

   日程第１ 教育委員の報告事項 

   日程第２ 委員長選挙 

日程第３ 部課長の報告事項 

 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

（午後２時開会） 

 

 

 

○委員長 

ただいまから、平成28年第11回教育委員会定例会を開催します。 

本日は傍聴希望者がおります。 

委員の皆様に傍聴許可を求めます。許可してよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 
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○委員長 

傍聴を許可いたします。 

（傍聴者入室） 

 

○委員長 

大田区教育委員会傍聴規則第７条により、傍聴人は、議場における言論に対して批評を

加え、または拍手その他の方法により、公然と可否を表明することは禁止されておりま

す。ご協力よろしくお願いいたします。 

これより審議に入ります。本日の出席委員数は定足数を満たしていますので、会議は成

立しています。 

次に、会議録署名委員に藤﨑委員を指名します。よろしくお願いいたします。 

 

○藤﨑委員 

はい。 

 

○委員長 

それでは、本日の日程第１について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

日程第１は、「教育委員の報告事項」でございます。 

本日は、藤﨑委員より報告がございます。よろしくお願いいたします。 

 

○藤﨑委員 

資料）「育てるって?」 

藤﨑です。よろしくお願いします。 

今、お手元に１枚の紙をお渡ししたのですが、ほとんど余白の多いメモ的なものなの

で、もしお気づきになった点があったら、どんどんご自身で書き込んでいただければと思

っております。 

 

私は仕事柄 企業研修が多く、「人材育成をするためには」とか、「どうも最近はチャ

レンジ精神が少なくて」とか、いろんな要望を受けるのですけど、自分も含めて、そもそ

も「人を育てる」ってどういうことなのかと自問する時があります。それぞれいろんなア

イデアがあるでしょうし、考えもまちまちですので、今日は皆さんと共有する目的で、私

が仕事で使っている題材で、画像を見てもらいながら進めていきたいと思っています。 

そこに書かせていただいたのは、相手が大人に限らず、子どもであろうがということな

のですが、一つでもやれることを増やしていくということを、育っていく、または成長し

ていくことを前提にさせていただけるのであれば、指導側に立つ人間としては、この２項

目は少なくとも欠かせない点だと思っています。いろいろある中でこの二つに絞って、話

を進めていきたいと思います。 
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まず一つ目は、「やる気を起こす」ということです。これはよく、「やる気がない」と

か「モチベーションを上げてやれよ」という言葉に、我々、私自身も踊らされたりしま

す。「モチベーションを上げてやる」とは、やる気がない人間にやる気を出させることで

すが、そう言われても、そもそもどうしたらいいのかわからないですよね。このように

「やる気」とか「モチベーション」という言葉はあまりにも抽象概念が高過ぎるので、私

は、せめて入り口を三つぐらいに分けておきましょうと申し上げています。 

動かない人は、動かないだけの理由があるわけです。例えば三つと言っているのは、

「やりたい」と思わないから動かないのか、「やれそう」と思わないから動かないのか、

「やらねば」と思わないから動かないのかというこの三つぐらいに、一旦ちょっと分けて

みませんかということです。 

どれで動かないのかと想定できれば、それぞれが、自分の知恵がありますので、じゃあ

こういうアプローチをしてみようというものがわかるのです。繰り返しますと「やりた

い」と思うか思わないか、「やれそう」と思うか思わないか、「やらねば」と思うか思わ

ないか、なのです。 

想像してみてください。例えば職場で、実力はあるのだけど、最近どうもやる気が見え

ないなという部下や、メンバーが仮にいたとします。その人を捕まえて、「おいおいどう

した。お前、前回やったではないか、お前だったらできるだろう。やらないとどんな大変

なことになるかを知っているだろう。どうしてやらないのだ。」とアプローチをかけたと

きに、本人は、「いや、そんなの知っています。やり方もわかっているし、やらないと周

囲に迷惑をかけることもわかっているのです。」と。動かない理由が、「そもそもやる意

味がわからない。」「それをやると、どんないいことがあるのですか。」という人に対し

て、先ほどの、「やれそう」と「やらねば」スイッチを押しても、そのボタンを何度押し

ても、そもそも「やりたい」ボタンが押されないからには、その人は動かないということ

になります。 

一方で、今度は『「やりたい」気持ちはあります。「やらねばならない」というのも知

っています。でも無理です。』という人もやっぱりいるわけです。やったことがない、時

間がない云々かんぬん。その人に同じように、「やるとこんないいことが起こるぞ。」と

か、「やらないとこんなやばいことになるぞ。」と言ったところで、もう泣きたい気持ち

になるだけであって、「そんなのはわかっています。どうすればいいのですか。」と言

う。そこが足かせになっていて動かない人もいるのです。最後の例としては、「そんな大

事なことだったのですか。」と、のほほんとしている人もいるのです。言葉を選ばずに言

うと、お尻をぽんと蹴飛ばさないといけない、たたかないといけないという子もいる。こ

れは今、「子」と言いましたけど、子どもに限らず、組織の中での大人も一緒です。 

つまり、やる気を起こさせるという大きい言葉で捉えるのではなくて、そもそも動かな

い理由が何なのかなと考えます。 

「やりたい」がない場合、それをやることによって、その先にあるもっとうれしいもの

か楽しいもの、自分にとって愉快になるものが手に入るのか入らないのかというイメージ

を持たせたほうがいいのです。堅苦しく言うと、「目標の魅力を高める」というアプロー

チになります。 

次に、「やれそう」というのがない場合は、これは達成の可能性が低いわけなので、達
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成の可能性を上げるというアプローチになります。例えば「時間がない」と言うのだった

ら、「では、朝来てから職場で何をやっているの」と聞き、「これをやって、あれやっ

て、これやって…」と挙げたときに、「その２番目と３番目のもの、それは俺がやるか

ら、時間があくだろう。」「だったらできます。」というふうに、その人の達成の可能性

を上げてあげるアプローチというのが、この「やれそう」ボタンを押すということになり

ます。 

一方、「やらねば」というところは、残念ながら本人にその自覚が無いので、危機感を

高めるということになってしまいます。殴るぞと言ってもしようがないので、一番わかり

やすいのは、放置リスクを想像させます。このまま手を打たずに放っておいたらどうなる

と思うかというアプローチが、一応わかりやすいと思います。そうすると、「お客様にと

ってもっと迷惑がかかる」とか、「出入り禁止になる」とかに本人が気づけば、「じゃあ

今日やるか」という話になるわけです。 

まず、「やる気」という言葉を、一歩目を踏み出すこと、動き出す機会、きっかけと置

き換えるのであれば、アプローチの種類は一つではなくて少なくとも三つぐらいはあるこ

とを、動くきっかけをつくるためのポイントとして出させていただきました。 

これは、もう一度言いますけれど、これをやれば必ず動くという保障はないです。三つ

のうちどれが一番効果があるかというのも、これは時と場合によって違います。ただ言え

ることは、この三つの中で、ご自身にとって使い勝手のいい、使いなれているものがある

と思います。 

これは一般論で恐縮なのですが、よく言われるのは、自分が押され続けてきたボタンと

いうものです。例えば、私は55歳になりますけども、私の先輩方、民間の会社で働いて、

とにかく押されまくったボタンは、一番最後の「やらねば」ボタン。「お前、わかってい

るのだろうな。」「ボーナスなしだ。」とかです。もう今では絶対使ってはいけないの

が、「死ね」とか。つまり、やらないと大変なことになるぞというボタンをずっと押され

続けてきた経験があります。 

そうすると、私はそのボタンは効果があることがわかっているのです。なぜならば、

今、死なないで生きている、自分で飯を食っているということは、そのボタンにある程度

効果はあるのだと、自分で実証しているわけです。ですので、使われたやり方を、自分で

使ってしまうという傾向になりがちなのです。なので、自分も、やらねばボタンを押そう

とする。 

ちょっとお恥ずかしいのですが、私がやってしまった失敗は、自分が押したボタンで動

かない人間に対して、「やる気のないやつ」というレッテルを張ってしまっていた時期が

ありました。それは、私が押されて動くボタンが、そうであっただけであって、私が人に

同じボタンを押しても、その人がそれで動くかどうかの確証はないのです。きれいに１／

３ずつではないですが、少なくとも一つのボタンだけでは動かない人のほうが多い。た

だ、ほかのボタンを試す前に、「やる気のないやつ」と私が決めつけて、彼らの可能性の

芽を摘んでいたという経験もたくさんあります。メンバーのやる気をそぐとか、場合によ

っては辞めていくとか、ほかの部署に異動するという嫌な思い出も持っています。 

皆さんに、ここであえて重ねてお伝えしたいのは、ボタンは少なくとも三つはあります

ので、自分が使いなれているボタンを押したときに動かない人間に、「やる気のないや
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つ」というレッテルを張る前に、まだあと二つはあるぞということを思い出してみてくだ

さい。これを研修などで、役員レベルから中堅、若手を相手に、事例を交えながら説明を

しています。これが１点目の「やる気を起こす」ということです。 

 

２点目は「可能性にふたをしない」というものです。これは私ではなくて、研修の教材

でも使わせてもらっている映像を見てもらおうと思います。 

これはユーチューブで観られる「植松 努」さんという方の映像ですが、私は何回も見

ています。見るたびに笑ったり泣いたりしていますので、皆さんにもぜひ見ていただこう

と思います。 

 

―(映像開始)― 

では皆さん、改めましてこんにちは。緊張がほぐれました。 

今から、皆さんに時間をかりてお話を聞いてもらいます。それは、「思うは招く」とい

うお話です。私のお母さんが、中学生のときに教えてくれた言葉です。「思ったらそうな

るよ」という意味です、思い続けるって大事です。私は今日のお話で、皆さんの中から仲

間が見つかったらいいなと思っていますので、ぜひ仲間になってほしいです。 

私は、今から47年前に生まれました。植松努といいます。私は今、北海道の真ん中辺に

ある赤平というまちで、生まれて初めて会社を経営しています。私たちは、そこで本当は

リサイクルに使われるマグネットという機械をつくっています。でもその傍らでロケット

をつくります。 

私たちは宇宙開発ができて、丸ごとロケット作れて打ち上げできるようになっている。

そして人工衛星も丸ごと飛ばせるようになって、そして世界に三つしかない、日本には私

の会社にしかない宇宙と同じ無重力状態をつくる実験装置も持っています。どれも売って

いないから、買うことができません。でも自分たちで頑張ってつくりました。でも私にと

って宇宙開発は、私の夢ではないのです。私にとって宇宙開発は、私の手段にすぎませ

ん。 

私は、今から47年前に生まれました。小さかった私に、ばあちゃんが大事なことを教え

てくれました。私のばあちゃんは、北海道の北にある樺太という島で、昔から自動車の会

社をやっていて、頑張って働いてお金をためて豊かに暮らしたそうです。でも樺太は1945

年、突然ソビエト軍が攻めてきて、たくさんの人が殺されて、ばあちゃんは自分が貯金し

たお金が全部紙くずになったことを知ったそうです。だからばあちゃんは、小さい私に教

えてくれました。お金は値打ちが変わってしまうものだよ、だからくだらない。お金があ

ったら貯金などしないで本を買いなさい、頭に入れなさい。それは誰にも取られないし、

新しいことを生み出すのだよと教えてくれました。だから私は、本屋が大好きな子どもに

なりました。 

また私には、大好きなじいちゃんがいました。大きくて優しいじいちゃんです。私とじ

いちゃんとの一番の思い出は、アポロの月着陸です。一緒にテレビを見ました。私が覚え

ているのは、じいちゃんが見たこともないほど喜んでいる姿です。ほら見れ、ほら見れ

と、人が月へ行ったぞ、お前も月へ行けるぞと喜んでいるのです。私は、そんな喜んでい

るじいちゃんを見たことなかったです。だから私は、その笑顔をもう一回見たかったで
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す。だから本屋に行ったら、私は飛行機・ロケット本を手に取ったのです。そしたらじい

ちゃんは、でっかい手で私の頭をなでてくれるのです、褒めてくれるのです。私はきっと

じいちゃんの笑顔が見たくて、きっと飛行機・ロケットが好きになってしまったのだろう

と思います。 

私はその後も、いろんなすばらしい本に出会います。そして中学生になったころには、

私の夢というものは飛行機やロケットの仕事をすることになっていました。自分なりに一

生懸命勉強をしていました。でも中学校の先生が、私に教えてくれました。そんな夢みた

いなこと言ってないで、テスト勉強をしなさいと言われました。確かに私は飛行機・ロケ

ットの勉強はしたけども、学校の勉強はほったらかしだったのです。何にもしていません

でした。 

そして先生はさらに教えてくれます。そもそも宇宙なんちゅうものは、よほど頭がよく

ないと無理だ、すごくお金がかかるのだぞ、だからそれは別世界の話だ、お前などにでき

るわけがないと教えてくれました。私はとても悲しくなりました、そして考えたのです。

夢って何だろうと。できそうな夢しか見てはだめなのでしょうか、でも、できるかできな

いかは、一体誰が決めるのだろうと思いました。やってみないとわからないはずなのに、

やったこともない人が決めるのは変ではないのかなと思いました。そして私は、今できな

いことを追いかけることが夢というのではないのかなと思ったのです。 

ところがそうではないみたいです。なぜならば、私はいろんな大人におどされたので

す。ちゃんと勉強しなければいい学校に行けなくて、いい会社に入れなくて大変だよと。

私はあまり成績がよくないです。だから心配になって質問をしました。いい会社って何だ

ろうと。そしたら大人が教えてくれました。安定していて、楽をしてお金をもらえるのが

いい会社だと言われました。私は納得できませんでした。なぜならば、勉強すればするほ

ど能力が身につくはずです。ところが、せっかく身につけたその能力を、なるべく使わな

いで楽をするために勉強するのだと言われたのです。そんなら勉強しなくていいのではな

いのと思ってしまったのです。 

でもお金があると、いいことがいっぱいあるかもしれません。例えば、このすごい車、

私のではないです。私のではないです、これは。この車が手に入るのは、お金持ちだから

でしょうか、全然違いますね。この車が手に入るのは、お金で買うことができるのは、ど

こかで誰かが頑張って作っているからなのです。もっといいものを作ろうと思って、一生

懸命研究して、努力している人たちがいるから、売ってもらえているから買うことができ

ているだけの話なのです。実はお金は、大したことないのです。だってお金が必要な夢と

かお金がないと無理だという夢、それは実は誰かがしてくれるサービスにすぎないので

す。これを待っているだけの話なのです。 

そして自分ができなければできないほど、してもらうしかありません。ということは、

生きていくために、どんどんお金がかかってしまうということなのです。ところが自分が

できると、できることがあればあるほど、それはしてあげられるから仕事になるかもしれ

ないということなのです。 

ということは、人間が生きていく上で大事なことは、できなかったことができるように

なることなのかもしれません。それが、もしかしたら人間にとってすばらしいことかもし

れません。だとしたら、私が考えた、今、できないことを追いかけるのが夢なのではない
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のというのは、正しいのかもしれないのです。 

ところが、私は一生懸命自分の大好きなことを追いかけたのです。でもそれは、周りの

人に理解されなくなりました。友達からも先生からも、そして親からも、そんなことをし

ていて大丈夫なのかと言われるのです。意味なくね？、何それ自慢？ と言われて、私は

どんどんひとりぼっちになっていくのです。自分の好きなことを人にしゃべることができ

なくなってしまうのです。 

でも、そんな私を助けてくれた人たちがいました。その人たちは、本の中の人たちで

す。私を助けてくれたのは、ライト兄弟だったりエジソンだったり。彼らも、誰にも信じ

てもらえない人たちでした、応援もしてもらえなかったのです。でも彼らは一生懸命頑張

ったのです。その人たちが、私を助けてくれました。だから私は頑張ったのです。自分の

好きことを、もっと好きになったのです、もっと伸ばしていったのです。 

私は紙切りが得意でした。でも、それがどんどん発展していって、どんどんものがつく

れるようになって、そして私は自分の会社をつくって、リサイクルのマグネットをつくる

ことができるようになったのです。私は会社を経営することになってしまいました。私

は、生まれて初めて会社経営をしたのですが、びっくりするぐらい、いきなり大成功で

す。もう年商が10倍ぐらいになってしまったのですよ。そしていい気になって、大失敗で

す。 

２億円、借金つくりました。自分のせいだと思いました。全部自分で何とかしなければ

と思って、一人で抱え込みました。自分を責めました。そして日本中飛び込み営業で歩い

たら、ひどい目にばっかり遭います。だから飛行機に乗るたびに、今日こそ、この飛行機

落ちてくれと一生懸命祈りました。でも飛行機は落ちませんでした。やがて私は成長し

て、えげつないことも冷酷なこともできるようになって、競争相手をやっつけたり、陥れ

たりできるようになりました。でも、その人にどんな家族がいるかなんて、ひとつも考え

ませんでした。 

やがて売り上げが増えていくと、銀行の人が褒めてくれました。でも私の心はすっかり

おかしくなっていて、誰も信じることができません。ひとりぼっちなのです。そして何も

かも合理でしか考えられないのです。やがては自分の大切なものも全部捨ててしまおうと

まで思ったのです。でもそんなときに、私は会社が苦しかったものだから、日本中歩いて

いて、いろんな人にアドバイスされたのです。それは青年会議所に入ったらいいよと、売

り上げにつながるよと言われました。私はよこしまな気持ちで青年会議所に入りました。

ところが、売り上げにはつながりませんでした。でも、そこで私はかけがえのない 知ら

なかった人たちと出会うチャンスをもらったのです。私は、そこで友達をつくりました。

その友達が私を誘ってくれました。 

児童施設に、私はボランティアで手伝いに行くことになったのです。ところが、一生懸

命準備して行ってみた、その児童養護施設の子どもたちは、親からひどい目に遭った子ど

もたちでした。最初は誰も近寄ってきませんでした。でも、一生懸命関わっていたら、帰

るころには、帰らんでと言ってくれました。スキンシップも求めてくれました。友達と一

緒に、いや、いいことをしたよねって、今日打ち上げどこでやろうかなんて帰ろうと思っ

たらば、男の子が自分の夢を聞かせてくれました。その子の夢は、親ともう一度暮らすこ

とだそうです。信じられんと思いました。何でひどい目に遭わせた親のことを、まだ愛し
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ているのと思いました。そして何もいいことできてないわと思いました。 

だって、幾らお金を寄附したとしても、その子を連れて帰ってうちの子にしたとして

も、何の解決にもなりません。なぜならば、その子はまだ親を愛しているからです。何で

こんなことが起きるのだろうと思いました。そして自分は何のために人をやっつけてまで

金を稼いでいるのだろうと思いました。いろんなことがわからなくなってしまいました、

ぐるんぐるんしてしまいました。そしたら封印した記憶がよみがえってしまいました。 

私は小学校に上がってすぐに、担任の先生に物すごく嫌われたのです。私が信じていた

ことや、ばあちゃんが教えてくれたことは、全部否定されました。私の夢は、お前なんか

にできるわけがないって、さんざん言われました。じいちゃんがなでてくれた頭は、先生

にさんざん殴られました。とてもつらかったです。でもそれを助けてくれる大人はいなか

ったです。私は、その先生が言っていた言葉を忘れていませんでした。その先生は、「ど

うせ無理」という言葉をよく使っていたのです。 

この「どうせ無理」という言葉が、おそろしい言葉なのだなと思いました。これは、人

間の自信と可能性を奪ってしまう最悪の言葉です。でも、とても簡単な言葉なのです。こ

れを唱えるだけで、何もしなくて済んでしまうから、とても楽ちんになれるおそろしい言

葉でもあるのです。こんな言葉で未来を諦めさせられてしまった人たちは、自信を失って

しまうのです。でも人間は生きていくためには、どうしても自信が必要なのです。だから

自信をなくしてしまった人の中には、お金で自信を買うようになって身を飾るようになっ

たり、またそれを自慢しなければいけなくなったり、そのために人を見下さなければいけ

なくなってしまったり、どこかの人が頑張ったら困るから努力を邪魔するようになってし

まう人もいるのです。 

こういう人が皆さんの身の回りにも、もしかしたらいるかもしれません。でもその人た

ちは、自信をなくしてしまった可哀そうな人たちなのです。その人たちが、自分の自信を

守りたくてしようがなく、ほかの人の自信を奪ってしまっているのかもしれません。 

さらには、私の会社にアフリカの人たちが来てくれました。彼らは、私の話を聞いてく

れた後で教えてくれました。今、アフリカでは、自分なんて勉強したって無駄だ、努力し

たって無駄だと、自分の未来や可能性を諦めてしまった人たちが、最後には人を殺して奪

うようになるのだそうです。なぜならば、頑張れないから、生み出せないから、奪うしか

ないのです。暴力で奪うこともできます。でもほかにも、うそをついたり、弱いふりをし

たり、だましたりして奪うこともできるのです。でもみんなが奪ってしまったら、社会な

んか成立しないのです。 

私は、この「どうせ無理」という言葉のおそろしさを知ることができました。私は、こ

の「どうせ無理」、人間は最初から知らなかったはずだ。いつ私たちは、こんな言葉を覚

えてしまうのだろうと考えたのです。それが宇宙かなと思ったのです。 

宇宙は美しいです。だから誰もが小さいころに１回は憧れるのです。でも、皆さんは自

分が宇宙開発できると思っていますか。宇宙なんて、よっぽど頭がよくないと、すごくお

金がかかるって思い込んでいませんか。国家事業だと思っていませんか。誰がそれを教え

てくれましたか。それはこんなことを教えてくれるのは、やったことがない人なのです。

やったことがない人が、適当な やらない言いわけを教えてくれるのです。そのせいで私

たちは、何をしていいのかわからなくなるのです。何ができるのかもわからなくなってし
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まうのです。 

だからこそ私は、「どうせ無理」という言葉をなくそうと思いました。これがなくなっ

たら、いじめや暴力や戦争がなくなるかもしれない。児童虐待もなくなるかもしれないと

思いました。だから私は、誰もが、どうせ無理だと思われている宇宙開発をしてみようと

思ったのです。 

ところが、私は、ロケットは危ないからつくってはいけないということを知っていまし

た、だから諦めていました。でも神様がいたのです。神様が、北海道大学の永田教授に会

わせてくれました。永田教授は、奇跡的に安全なロケットを研究していました。そして奇

跡的にお金がなくて諦めようとしていました。私は、お金はないけど、物はつくれるので

す。そんな二人が出会ってしまったのです。以来、私は人の出会いには意味があるのだな

って思うようになりました。神様が、あなたとあなたは会いなさいと会わせてくれている

のです。今日、皆さんと会えているのも、神様がそろそろ会っときなと言ってくれたのだ

と思います。 

私と永田先生は助け合えたのです。なぜならば二人とも足りなかったからなのです。実

は、人は足りないから助け合うことができるのです。足りていたら人の助けなんか必要な

いではないですか。人は足りないから助け合えるのです。だからこそ、足りないことをば

かにしてはいけないのです。恥ずかしいと思う必要もないのです。大事なことは、自分は

何をやっても中途半端だなんて自分を責める必要なんか全くなかったのです。実は、中途

半端というのは、何もしないよりも、何もできないよりも、全然いいのです。ちょっとで

きているだけましなのです。だから自分を責めることなく、足りない自分をマイナスに思

う必要なく、一生懸命できることをすればよかったのです。 

そんな私たちは、助け合って、今では宇宙開発ができるようになりました。いろんな研

究者が私の会社に実験や研究に来てくれるようになりました。そして今では、年に１万人

もの子どもたちが修学旅行や見学旅行で私の会社に来てくれるようになりました。正直言

うと、会社17人しかいないです。ちょっと大変です。だけども、一人でも多くの子どもた

ちが可能性を奪われなくなったらいいなと私は思っています。 

私は信じているのです。「どうせ無理」をなくせば、いい社会が来ると思っています。

でも私一人にできることに限りがあるから、どうしても仲間が欲しいのです。これは私の

代で終わらない夢のかもしれないのです。だからこそ皆さんの力を貸してほしいのです。

皆さんが今日から、「どうせ無理」という言葉にあってしまったときに、「だったらこう

してみたら」って言ってくれたら、ただそれだけで、いつか「どうせ無理」がなくなっ

て、この世からいじめも虐待もなくなるのです。だから、ぜひ皆さんの力を貸してほしい

です。 

学問というものがあります。私たちは学問を一生懸命学んできました。じゃあ学問とい

うのは誰かに評価されるためのものだったのでしょうか。とんでもない間違いですね。学

問というのは社会の問題を解決するために、人類が生み出したものなのです。必死になっ

て築き上げたものなのです。じゃあ教育って何でしょうか。教育というのは、失敗の避け

方とか責任の避け方という要領いい生き方を教えるためのハウツーでしょうか。全然違い

ますね。教育というものは、死に至らない失敗を安全に経験させるためのものだったので

す。でも、それがすっかりおかしくなってしまったのです。 
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なぜかというと、失敗をマイナスだと思っている大人がたくさんいたからなのです。そ

の人たちが、みんなの可能性と自信を奪ってきたのです。でも大丈夫です。これからの日

本をよくしていくためには、世界をよくしていくためには、やったことがないことをやり

たがる人、諦めない人、工夫する人が増えればいいのです。「どうせ無理」に負けない人

が増えればいいのです。 

じゃあその人たちは一体どこにいるのか、それはみんなです。全ての人がそうなので

す。なぜならば、私たち人間は必ず小さいころを経験するからなのです。皆さんも思い出

してみてください。小さいころは、ボタンがあったら押してみたかったのです。ハンドル

があったら回してみたかったのです。そして余計なことをするのではないと怒られるもの

だったのです。実は、生まれたときから諦め方を知っている人間なんて、この世に一人も

いないのです。皆さんは全員諦め方を知らないで、輝いて生まれてきたのです。でも私た

ちは、諦め方をちょっと習ってしまっているかもしれません。 

そんな自分たちの自信を取り戻すための、とてもいい方法が一つだけあります。それ

は、「やったことがないことをやってみる」なのです。やったことがないことをやった

ら、それだけでちっこい自信が湧いてきますから、ぜひ皆さんはやったことがないことに

挑んでみてほしいと思います。でもやったことがないことをやると、失敗するのです。こ

れは実験映像です。ロケットが火を噴いて飛びました、飛びませんでした、火を噴いて落

っこちました。どうすればいいのか。コントローラーを捨てて、逃げる。今どきこんな昭

和な逃げ方をする人、なかなかいないのですけどね。この実験映像が示していることは、

まずいと思ったら逃げるもありということなのです。 

私が知っている限り、真面目で優しくて責任感のある人ばっかり死んでしまうのです。

死なないでほしいです、生き延びてほしいのです。だからまずいと思ったら、逃げるのも

絶対ありなのです。でも、そのときに失敗した自分を、逃げた自分を、諦めた自分を責め

ないでください。へこまないでください。そんなことする必要ないです。でもこんなと

き、自分の心の中は、「苦しい」とか、「つらい」とか、「申しわけない」とか、「くや

しい」とか、「悲しい」とか、「恥ずかしい」が、もうぐるぐるして大変なことになるの

です。でもこれ、ぐるんぐるんしている最中は、「ただいま成長中」と言えばいいので

す。そしたら、ぷりっと一皮むけるのです。だからぜひ、「ただいま成長中」って言って

みてください。 

そんな私たちは、今、生まれて初めての１回切りの人生をぶっつけ本番で生きているの

です。そんな私たちは何のために生まれてきたのか。私たちにとって失敗というものは、

よりよくするためのデータにすぎませんから、ぶっつけ本番だから失敗して当たり前で

す。でも失敗はよりよくするためのデータだと思って、乗り越えてほしいのです。そして

私たちは、してもらうためや諦めるために生まれてきたのではないです。そんなことのた

めに生まれたのではないです。私たちは世界を救うために生まれました。 

世界を救うのは簡単です。世界を構成する全ての人間が、自分なんてと思わなくなるだ

けで、世界は救われてしまいます。今日から一人ひとりができる世界の救い方です。だか

らぜひ、今日から救ってください。自分なんてと思わないでください。そしてこれから

先、私たちがやっていくべきことは、できない理由を探すことではありません。できる理

由を考えることです、ただそれだけで世界はきっとあっという間によくなるのです。 
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私の長い話が、やっとこ終わります。私は小さいころから飛行機・ロケットが好きでし

た。でもやったことがない人は、「できるわけない」とさんざん言いました。でも母さん

は、「思うは招く」と教えてくれました。思い続けたらできるようになりました。だから

思い続けるって、きっと大事です。 

そして最後に、この一言があれば、どんな夢もかなうよという言葉をプレゼントして終

わりにしたいと思います。それは、「だったらこうしてみたら」で「夢はかなう」なので

す。考えてみてください。自分の夢を誰かにしゃべったときに、「いや、それ無理だわ」

って言われたら、元気なんかなくなります。でも、「だったらこうしてみたら？」「この

間本屋にこんな本売っていたよ」「この間テレビでこんな番組やっていたよ」と言われた

ら、もっと元気が湧くではないですか。そのほうが絶対楽しいです。 

だからお互いに夢をしゃべって、お互いに「だったらこうしてみたら」と言っていた

ら、全員の夢がかなってしまいます。全員有名人になってしまいます。すばらしいです

ね。だからぜひ、この「だったらこうしてみたら」が世界中ではやったらいいなと。そし

たら、「どうせ無理」がなくなりますと思っていますので。ぜひみんなで「だったらこう

してみたら」をはやらせていきたいと思います。それがきっと、私たちが出会えた意味か

もしれませんから、お互いに助け合っていきたいと思います。ということで、私、これか

らも頑張りますので、これからもせっかく出会えましたから、仲よくしてほしいと思いま

す。 

今日は、本当にどうもありがとうございました。 

 

― (映像終了)― 

 

○藤﨑委員 

20秒だけ時間を差し上げますので、自分の頭の中に、今一番残っているキーワードを隣

に座っていらっしゃる方と共有してみてください。 

私にとってこの映像は非常に示唆に富んでいるというのと、人材育成をということを考

えていると、上下関係に限らず、横連携の上でも意味のある内容が多々出ているのです。 

例えば企業研修では、視聴後にフリーディスカッションをさせます。何が自分に残った

か、今後職場の中でこれを生かすとしたらというテーマで、２時間半ぐらい議論を行いま

す。そこで出たものから、皆がこれを使いたいよねというものを抽出し、絞り込みなが

ら、全員のルールというのを決め、あとは家庭に戻っても使えるものということを含めな

がら、やりとりをしてもらっています。 

この映像を通して植松努さんの言いたかったことは○○ですと、私がまとめられるよう

なものではないので、手元資料に書かせていただいたものは、彼が言っていた言葉です。

私もよく使ってしまっているので耳が痛いですけど、「どうせ無理」という言葉は、非常

に便利で、非常に使い勝手がよくて、確実に相手の可能性の芽を摘むという言葉です。こ

の言葉を、「だったらこうしてみたら」に変えるだけで、可能性や希望というのが少し出

てくるのではないかというのは、彼が非常に強く言っていた話でした。 

最後に、ちょっと長くなってしまいますが、なぞなぞを出します。 

「子どもの学習」、「大人の学習」というのを説明するときに、こんな話をします。 
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「冷蔵庫に象を入れる三つのポイントは何か。」 

はい、隣の方とちょっとしゃべってみてください。子どもに対して出すような、なぞな

ぞです。冷蔵庫に象を入れる三つのポイント。これは、時間をかけるところではないので

答えを言ってしまうと、「ドアを開ける」「象を入れる」「ドアを閉める」の三つなので

す。 

さて、問題はここからです。「マンモスを冷蔵庫に入れる四つのポイントは何でしょう

か。」 

先ほどの「象を冷蔵庫に入れる三つのポイント」は、冷蔵庫の「ドアを開ける」「冷蔵

庫へ入れる」「ドアを閉める」でした。では、マンモスを冷蔵庫に入れる四つのポイント

は何でしょう。 

答えを言ってしまうと、マンモスを冷蔵庫に入れる四つのポイントは、「冷蔵庫を開け

る」「象を出す」「冷蔵庫へ入れる」「ドアを閉める」です。 

なあんだ？という話なのですが、子どもの学習の特徴は、最初から中がからっぽだとい

うことなのです。従って、吸収が早いです。どんどん詰め込めます。 

しかし、大人に何かをやってもらうとき、同じようにはいきません。つまり子どもに教

えるときと、先生方に何かを伝えるときは、絶対違うのです。大人は、もう中に何かが入

っているのです。ですから、１回出してもらって、余白をつくってからしか、入れられな

いのですよ、ということなのです。 

これが、我々が使っている「大人の学習」、「子どもの学習」の一番大きい違いです。

中に既に入っているか入っていないか、それをわかっていて、どういうふうに伝えるかと

いうことです。皆さんがあちこちで、飲み屋でも使えるような、なぞなぞを「大人の学

習」「子どもの学習」というのを最後に伝えさせてもらって、私の報告を終わります。 

どうもありがとうございました。 

 

○委員長 

はい、ありがとうございました。 

ただいまの報告にご意見、ご質問などはありませんか。 

 

○教育長 

最初の「やる気を起こす」というところでお話をさせていただきます。 

学校教育という場面で申し上げれば、まさに子どもたちのやる気を起こして、主体的に

学習に取り組んでもらうために、総合的な学習の時間での探求的な学習活動を行ったり、

それからアクティブラーニングという、今回、学習指導要領の改訂の中で新たなキーワー

ドとして入ってきますけれど、そういった取り組みを推進していくということでございま

す。 

ここに三つの動けない要素ということで、「やりたい」「やれそう」「やらねば」とい

う言葉を書いていただいていますが、特に、この上の二つの、「やりたい」「やれそう」

といったところを、そういった気持ちを、アクティブラーニングなどを推進する中で引き

出していくと考えていくというふうに言えるのではないかと思っています。 

具体的には、子どもにとって興味、あるいは関心のあるテーマというものを、授業の中
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に取り入れるということと、それから、そのテーマに体験的なアプローチをする中で、子

どもの考えや思い、それと今、現実とのずれなどから子どもが発見をしたり、あるいは驚

いたりということで課題意識を育んでいく。それが、その後の学習活動の原動力になって

いくということで、子どもたちがやる気を持って学んでいこうと、そういうことにつなが

っていると私は考えています。 

 

○藤﨑委員 

今の話を受けてなのですが。私が、まだ中学生の子を持つ親としてすごく感じるのです

が、先生には、今、おっしゃっていただいた興味・関心を子どもたちに持たせるアプロー

チをしてほしいということです。「理科めっちゃおもしろいからね」とか、「数学できる

とこんないいことが起こるのだよ」とか、国語力だとか、体育だとか、音楽だとか、とに

かく先生自身が、それが好きだというものを前面に出してもらいたい。それは本心からは

どうかは置いといてです、大人は大人の世界があるので。ただ子どもたちに、何かおもし

ろそうだなと思わせる。それが、例えば30人学級であれば30人全員が一緒とは絶対限らな

い。なので、どの教科の先生も自分の得意な教科でそれを出していただいて、何人かが自

分の好きな先生や好きな教科や好きな教室、仲間というのができてきて、前に進んでいく

のかなと思うのです。 

実はさきほどの「やりたい」「やれそう」「やらねば」というのは、そもそもそれは

「やる気があって、それが出せない人」にやる気を出させるにはという前提なのです。先

生方は多分「やる気とは何？」とか、「それ（やる気）を出す意味がわからない」とか、

「やる気が持てない」という人とのやりとりにぶつかっていると思うのですね。ここは、

また何かちょっとサポートができるものがあれば、一緒に考えていかなければいけないな

と感じました。それもちょっとあわせてお伝えしておきます。 

 

○委員長 

 ほかにご意見、ご質問等はありませんか。 

 

○尾形委員 

ありがとうございました。この中で自信を持たせるというのは、とても大事だというお

話があったのですけど、不登校の子どもたち、不登校ぎみの子どもたちも、やはり自信が

ないということが多いと思うのです。ですから不登校ないし不登校ぎみの子どもたちを解

消するためには、保護者や周りの人たちが、自信を持たせる言葉がけというのが大事かな

と、そんなことを感じて見ていました。 

子どもたちの１日の生活の多くは、やはり学校生活です。それで学校生活の大半が授業

です。そうすると、授業の中で何かわかったとか、そういうわかる授業を展開するという

ことが、最も大事なのかなと思います。わかった、できたという積み重ねが、子どもたち

一人ひとりが自信になるのではないでしょうか。その自信が「自分はこんなにいいところ

があるのだ。」「やればできるのだ。」という自己肯定感が高められて、そして何事にも

挑戦したりする意欲が湧くと思います。そういう意味で、この先生の話はすてきだなと思

いました。 
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子どもたち一人ひとりに自信を持たせ、やる気を起こさせるために、大田区教育委員会

では、習熟の程度に応じた指導や補習教室、それからまた様々な教師への研修などを実施

しております。その結果、子どもたちの大きな成果が上がっているのかなと思います。ぜ

ひ、今後ともよろしくお願いします。特に放課後における補習教室を充実、発展して、全

ての子どもたちに、わかった、できたという感動を持たせて、自信や意欲を持たせていた

だければありがたいなと思っています。 

以上です。 

 

○委員長 

ほかには。 

 

○鈴木委員 

藤﨑先生、ありがとうございました。 

たまたま私も、これをちょうど今日で３回目です。最初テレビで見ました。非常に感動

して、２回目ネットで見て、今日３度目見たのですが、何度見ても感動をさせられます。 

そういった中で、学校で今、やる気にさせるという部分で、自信を持ったらいいという

お話がございました。では自信を持たすにはどうしたらいいのだろうと思うのです。そう

いった中で、私はかねがね、学校の中で環境をとても大事にと思っているのです。要する

に教室の環境です、雰囲気です。 

教職員に対しましては、非常に新しい方もいるし、何十年もやっているベテランの方も

いらっしゃいます。その中で、今まで経験している中で、共育、共に育つという意味で共

育というお話を、よく先生がなさることがあります。初任の先生は特にそうですし、ある

程度年数を経た人も、時代とともに様々な社会の変化がありますので、そういった中で、

共に育っていく部分があろうかと思うのです。ですから自信を持つということは、ともに

様々なことに関心を持って、できるだけ教室の雰囲気をよくしていく。 

やる気になるということは、結局は雰囲気がよくて、その教室が楽しいということだろ

うと思っているのです。あまり理論的に難しいことではなくて、毎日の生活が大切だとい

うことを、私は思っております。常に私自身も成長中でございますので。幾つになっても

成長中だろうと思います。 

ですから、「どうせ無理」ではなく、「自分だったらこんなことができるから誰かの役

に立つだろう。」「一緒にやったら、プラスアルファこんなこともできるだろう。」と、

そういった毎日の中で育っていくのだろうかなと思いました。 

「だったらこうしてみたら」という言葉が、非常に印象的でございました。ありがとう

ございました。 

 

○横川委員 

ちょっと一言。私も、「だったらこうしてみたら」という言葉ですが、これは夢という

ことだけでなく、夢を求めるほうに誘導するほうにも使えるのではないかな。例えば患者

さんに運動不足だね、だけど忙しくて歩けない、じゃあだったらこうしてみたらとこちら

で提案をしてあげるということにも使えるのかなと思いました。大変勉強になりまして、
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早速今日から使わせていただこうかと思います。ありがとうございました。 

 

○委員長 

私も多分、これを見るのは二度目だと思うのですけども。とても気になるのは、植松さ

んが小学校に入ったときに先生から嫌われて、お前はだめなのだということをさんざん言

われたというところですね。あれを我々みたいな立場の人間はどう見るのか。 

何だったのだろう、何か彼が嫌われるような子だったのだろうか、集団行動ができなか

ったのだろうか、もちろん想像するしかないのですけれども。逆に言うと恐ろしい話であ

って、あれだけかなり大きなことができる人の芽を潰していたかもしれない。たまたまお

じいさん、おばあさんが非常に心の豊かな方、お父さん、お母さんも恐らくそうだったの

でしょう。彼の心が非常に豊かだったから、そこをこなせたのでしょうけれども、逆に摘

んだかもしれないと思うと恐ろしいことです。 

あと、最近のネットの言論などを見ていると、どう考えても人の足を引っ張ることだけ

に生きがいを見出している人間というのが、相当数あらわれてしまっている感じがしてい

ます。どうも初動というか、小学校のところでの場面は非常に大事であり、かつちょっと

恐ろしい話だなという印象を受けました。結果的にいい話の流れに行ったからいいような

ものの、あの人が逆の方向にあの能力を使い出すとしたら、それこそほかの人の夢潰しの

ほうを一生懸命にやるかもしれないという恐ろしさも感じました。 

 

 

○委員長 

では、よろしいですか。 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

ご報告、どうもありがとうございました。 

 

それでは、次の日程に移ります。 

日程第２について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

日程第２は、「委員長の選挙」です。 

平成28年12月11日をもって、芳賀委員長の委員長としての任期が満了いたします。これ

に伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第12条第１項により、委員長の選挙を

行う必要があります。 

 

○委員長 

それでは、日程第２に基づき、委員長の選挙を行います。 

 

選挙の方法については、大田区教育委員会会議規則第６条により、単記無記名投票と指
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名推選の方法があります。いずれの方法で行うかお諮りします。 

 

○鈴木委員 

はい。 

指名推選がよろしいかと思います。 

 

○委員長 

ただいま選挙の方法について指名推選との発言がありましたが、ご異議はありません

か。 

（「異議なし」との声あり） 

 

○委員長 

異議がないと認め、委員長選挙は指名推選によることとします。 

それでは、委員長にどなたを推選しますか。 

 

○鈴木委員 

はい。 

藤﨑委員にお願いできますでしょうか。 

 

 

○尾形委員 

はい。 

藤﨑委員を推選します。 

 

○委員長 

藤﨑委員を委員長にとの発言がありましたが、ほかに推選はありませんか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

この件については、委員の一身上に関する事案です。地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第13条第５項の規定により、当事者を議事に参与することはできません。しかし

同条ただし書きの規定により、委員会の同意を得られれば会議に出席し、発言をすること

ができます。 

委員の皆様にお諮りします。藤﨑委員にこのまま出席いただいてよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

では同意が得られましたので、このまま会議を続けます。 
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藤﨑委員を委員長に決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

全員の賛成をいただきました。よって、平成28年12月12日から藤﨑委員に委員長に就任

いただくことに決定します。 

よろしくお願いいたします。 

 

○事務局職員 

委員長、事務局です。 

追加日程についてご説明いたします。ただいま、藤﨑委員長職務代理者が新委員長に就

任することが決定されました。これに伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

12条第４項により、委員長職務代理者を指定する必要がございます。 

 

○委員長 

それでは、委員長職務代理者の指定を行います。 

指定の方法は、大田区教育委員会会議規則第６条及び第７条により、単記無記名投票と

指名推選の方法があります。いずれの方法で行うかお諮りします。 

 

○尾形委員 

はい。 

指名推選がよいと思います。 

 

○委員長 

ただいま、選挙方法について指名推選との発言がありましたが、ご異議はありません

か。 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

異議がないと認め、委員長職務代理者選挙は、指名推選によることとします。 

それでは、委員長職務代理者にどなたを推選しますか。 

 

○尾形委員 

はい。 

横川委員を推選します。 

 

○藤﨑委員 

はい。 

私も横川委員がいいと思います。 
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○委員長 

横川委員を委員長職務代理者にとの発言がありましたが、ほかに推選はありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

○委員長 

この件については、委員の一身上に関する事案です。地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第13条第５項の規定により、当事者は議事に参与することができません。しかし

同条のただし書きの規定により、委員会の同意を得られれば会議に出席し、発言をするこ

とができます。 

委員の皆様にお諮りします。横川委員にこのままご出席いただいてよろしいでしょう

か。 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

同意が得られましたので、このまま会議を続行します。 

では、横川委員を委員長職務代理者に決定してよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

 

○委員長 

全員の賛成をいただきました。よって、平成28年12月12日より横川委員に委員長職務代

理者に就任いただくことと決定いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、次の日程に移ります。 

日程第３について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

日程第３は、「部課長の報告事項」でございます。 

 

○委員長 

それでは、部課長の報告をお願いします。 

 

○学務課長 

私からは、「平成29年度新入学にかかわる指定校変更及び区域外就学」についてご説明

いたします。資料をご覧ください。 

１の基本的な考え方でございますが、こちらにつきましては昨年度と同様でございま

す。主な内容は、（２）にありますように、指定校変更については受け入れ可能人数から

通学区域内の入学予定者数を除いた人数を許可可能人数としまして、許可可能人数を超え
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たときは指定校変更を希望する児童、または生徒について抽選を行い、入学許可者を決定

するというものでございます。 

また、（５）をご覧ください。大田区内に居住していない児童、または生徒の就学につ

いては、原則として許可しないという方針でございます。 

２の小学校の学校別取扱いでございます。29年度につきましては、下の表に記載のとお

りとさせていただきます。内容については、大きく分けて三つございます。一つ目は、一

番上の受入れ停止でございます。こちらは、通学区域内の児童しか受け入れられないとい

った状況の学校になります。29年度は４校指定いたします。 

二つ目は、その下から５行になりますが、こちらは通学区域の児童をまずは受け入れま

して、教室に余裕があれば残りを指定校変更で受け入れるというものでございます。21校

指定してございます。それから三つ目が、一番下のなしというものでございます。こちら

は事前に制限は行いませんが、想定を超える申請があった場合には、上記の制限校と同様

に取扱いをする予定でございます。 

また、表の欄外に記載しております清水窪小学校の受け入れ人数でございますが、清水

窪小学校はおおたサイエンススクールを実施してございます。このおおたサイエンススク

ールを希望の理由として指定校変更を希望する児童も含めまして65人、２学級の範囲内で

の受入れといたします。 

裏面につきましては、今、申し上げました内容の詳細、あるいは特例について記載した

ものでございますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 

２枚目は、中学校の学校別取扱いでございます。こちらも下の表のとおりでございます

が、指定校変更の受入れ制限を行う学校は、29年度は７校を予定してございます。 

さらにその裏面には、平成29年度新入学にかかわる指定校変更制限校の受入れ見込みと

いうことで、１にありますように通学区域の児童で受け入れ可能人数に達し、受け入れが

できない可能性が高い小学校を６校記載してございます。 

２につきましては、これまでの申請状況から、抽選になる可能性が高い学校を７校挙げ

させていただいております。この一覧につきましては、事前に保護者にお知らせをするこ

とで、申し込みの際の参考にしていただきたいということで公表する予定でございます。 

 

今後のスケジュールでございますが、平成28年12月９日に新入学の児童につきまして就

学通知書を発送いたします。12月15日から指定校変更の申請受け付けを行いまして、翌年

１月13日までの申請者数に基づきまして、抽選を実施するかどうか、学校ごとに判断をし

ていく予定でございます。なお、区民への周知につきましては、大田区報の12月11日号で

行うとともに、ホームページにもあわせて掲載をする予定でございます。 

 

○委員長 

ただいまの報告にご意見、ご質問はありませんか。 

 

私から一つだけ伺います。 

最後のページの「平成29年度新入学にかかる指定校変更制限校の受け入れ見込み」とい
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う内容が、大田区報の12月11日号に載るということになりますか？ 

 

○学務課長 

はい。 

 

○委員長 

わかりました。 

 

ほかにご意見、ご質問はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

 

○委員長 

それでは最後に、新たに委員長に就任される藤﨑委員、委員長職務代理者に就任される

横川委員にご挨拶をお願いいたします。 

 

○藤﨑委員 

皆様、改めましてこんにちは。 

先ほどの選挙で、次期委員長に任命されました藤﨑と申します。よろしくお願いしま

す。 

私は、教育委員に最初に任命されたところから何も目指すところは変わっておりませ

ん。「子育てをするなら大田区」、この合い言葉を、親御さんたちにどう浸透させていく

かを唱えてまいりました。これはまた来年も変わりなく、この１年、そこに邁進していき

たいと思っております。 

そのためには、先ほどの鈴木委員がおっしゃってくださった環境づくりが重要だと考え

ます。例えば、子どもたちの地域の安全からスタートし、安心して通える学校の環境、安

心して学習ができる先生たちの質、それから親の不満や不安の解消のサポートという観点

で、我々教育委員会ができることを考えることです。できない理由を探さないで、できる

理由をみんなで知恵をひねっていきましょう。 

皆さん、事務方にはいつも頭が下がる思いでいっぱいです。皆さんが考えてくださって

いることに、我々の想いを乗せさせていただいて、さらに強固なタッグを組んで前に進ん

でいけるようにしていきたいと思います。１年、よろしくお願いいたします。 

 

○横川委員 

委員長職務代理者に任命されました横川と申します。 

私も藤﨑委員長を助けて、大田区の子どもたちのために頑張らせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

○委員長 

では最後に、私からも一言挨拶させていただきます。 

私は、４年間委員をやって、その後１年委員長をやらせていただきました。何か挨拶を
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求められるたびに、同じようなことばかり言っているのですが。はっきり申し上げて、私

が子どものときに受けてきた公教育よりも、ずっといい教育を大田区の子どもたちは受け

ているなというのが、もうどこに行ってもいつも痛感しているところです。 

昨日も他の委員と一緒に館山さざなみ学校に行ってきましたが、随分手厚い教育を受け

ていらっしゃるなという意味で、感心いたしました。そういう意味で基本的な方向性は、

このまま間違っていないというのを常々感じております。 

任期はまだありますので、今度は普通の委員に戻って、やはり同じような方向を維持し

つつ、さらに充実したものになるように努力していきたいと思っています。ありがとうご

ざいました。 

 

これをもちまして、平成28年第11回大田区教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

（午後３時00分閉会） 

 


